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今
年
の
1
月
24
日
は
、
大
寒
波
に
よ

る
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、
交
通
の
混
乱
な

ど
が
発
生
し
、
生
活
に
大
き
な
影
響
が

あ
っ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
ア
メ
リ
カ
西
部
に
位
置
す
る
コ
ロ
ラ

ド
州
で
は
、
夏
に
突
如
と
し
て
雪
が
降

り
ま
し
た
。

　
２
０
２
０
年
９
月
、同
州
は
記
録
的
な

猛
暑
日
が
続
き
、
そ
の
数
日
前
に
は
同
州

で
９
月
の
観
測
史
上
最
高
気
温
と
な
る

38
・
３
℃
が
記
録
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

乾
燥
し
た
強
風
に
あ
お
ら
れ
て
山
火
事
も

発
生
す
る
事
態
と
な
っ
て
し
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
数
日
後
、
寒
冷
前
線
の
通
過
に

よ
り
気
温
が
一
日
で
32
℃
も
急
降
下
し
、

雪
が
観
測
さ
れ
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
異
常
気
象
の
一
因
は
地
球

温
暖
化
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
日
本
で
も
災
害
が
激
甚
化
し
て
お

り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
も
は
や
「
気

候
変
動
」
で
は
な
く
「
気
候
危
機
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
温
暖
化
の
進
行
を

可
能
な
限
り
食
い
止
め
る
に
は
、
一
人

ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。　

　
公
立
甲
賀
病
院
は
、
令
和
5
年
４
月
よ

り
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の
指
定

を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
病
院

の
機
能
充
実
を
図
り
、
が
ん
診
療
の
地
域

連
携
協
力
体
制
を
整
備
し
、
甲
賀
・
湖
南

市
の
地
域
住
民
に
質
の
高
い
が
ん
医
療
を

提
供
で
き
る
よ
う
今
後
も
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
は
、
①

集
学
的
治
療
（
手
術
・
放
射
線
治
療
・
化

学
療
法
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
た
治
療
）

お
よ
び
標
準
的
治
療
の
提
供
、
②
緩
和
医

療
の
提
供
、
③
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
の

提
示
、
④
地
域
の
医
療
機
関
へ
の
診
療
支

援
や
連
携
、
⑤
が
ん
に
関
す
る
相
談
窓
口

の
設
置
、
⑥
院
内
が
ん
登
録
の
実
施
、
⑦

が
ん
医
療
に
携
わ
る
医
師
等
を
対
象
と
し

た
研
修
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
役
割
を
担

う
病
院
と
し
て
、
国
が
定
め
る
指
定
要
件

を
踏
ま
え
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
し
た

病
院
で
す
。
今
回
、
こ
れ
ら
の
要
件
に
つ

い
て
当
院
が
一
定
レ
ベ
ル
以
上
の
水
準
に

あ
る
と
認
め
ら
れ
、
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、

病
院
と
地
域
と
の
交
流
が
困
難
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
後
、
地
域
住
民
や
医
療

機
関
と
交
流
・
連
携
が
で
き
る
よ
う
に
、

市
民
公
開
講
座
な
ど
を
企
画
・
開
催
す
る

と
と
も
に
、
色
々
な
媒
体
を
通
し
て
情
報

発
信
に
も
努
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
が
ん
医
療
で
は
、「
手
術
革
命
」
と
言
っ

て
よ
い
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
が
広
ま
り
、

当
院
で
も
令
和
5
年
度
中
の
手
術
支
援
ロ

ボ
ッ
ト
導
入
に
向
け
準
備
中
で
す
。
最
新

の
手
術
治
療
を
行
え
る
病
院
と
し
て
、
体

制
を
新
た
に
構
築
し
ま
す
。
ま
た
近
年
、

免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
を
は
じ

め
と
す
る
、
新
た
な
が
ん
治
療
薬
が
次
々

に
登
場
し
、
が
ん
患
者
さ
ん
の
〝
生
活
の

質
〟
を
考
慮
し
た
外
来
化
学
療
法
が
発
展

し
て
い
ま
す
。
当
院
で
も
外
来
化
学
療
法

室
を
運
用
し
、
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

南
極
で
28
℃
の
最
高
気
温
が
記
録
さ
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
で
夏
に
雪
が
降
っ
た
。

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
を
熱
波
が
襲
い

全
て
の
氷
床
が
溶
け
た
。

　
世
界
の
平
均
気
温
は
産
業
革
命
前
と

比
べ
約
1・0
9
℃
上
昇
し
て
い
ま
す
。

た
っ
た
1
℃
程
度
と
感
じ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
気
温
上
昇
幅
を
1・5
℃
に

抑
え
な
け
れ
ば
大
き
な
リ
ス
ク
を
も
た

ら
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
10

年
に
1
回
発
生
す
る
よ
う
な
極
端
な
高

温
が
起
こ
る
頻
度
が
1・5
℃
の
上
昇
で

4・1
倍
、
4
度
の
上
昇
で
9・4
倍
に

増
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
連
の

I
C
P
P（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府

間
パ
ネ
ル
）に
よ
る
と
今
世
紀
末
に
世

界
の
平
均
気
温
は
最
大
約
5・7
℃
上
昇

す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。　

解 説

🅐🅑

🅑

🅒

甲賀市は2050年
カーボンニュートラル
を目指しています。

甲賀市環境
未来都市宣言

エ
コ
ク
イ
ズ

　アメリカで
夏に雪が降った。

▶ 

外
来
化
学
療
法
室
ス
タ
ッ
フ

世
界
で
実
際
に
起
き
た
異
常
気
象
は
？

地
球
温
暖
化
が
進
む
と
ど
う
な
る
の
？出典：全国地球温暖化防止活動推進センター

信楽のまちに
個性豊かな陶器集まる　

　水口曳山祭が、4月19日（水）、4月20日（木）に
開催され、街中に水口囃

ば や

子
し

の音が鳴り響きました。
　4月20日の例大祭では、16基の曳山のうち、
湯

ゆ

屋
や

町
ま ち

、天
て ん

王
の う

町
ちょう

、松
ま つ

原
ば ら

町
ちょう

の曳山が巡行し、水口神
社に集まりました。曳山の上にある「ダシ」は、
桃太郎や徳川家康など各町によってさまざまで、
訪れた人々の目を引いていました。
　規模を縮小して開催された昨年よりも多くの人
が訪れ、コロナ禍前のような賑わいを見せました。

コロナ禍前の賑わい戻る
水口曳山祭

　4月29日(土) ～5月5日(金)にしがらき
駅前陶器市が、5月2日(火) ～5月5日(金)
まで県立陶芸の森にて信楽作家市がそれ
ぞれ開催されました。
　どちらのイベントも、タヌキの置物や、
食器などたくさんの作品が並び、開催期
間中好天に恵まれ多くの来場者で賑わっ
ていました。
　来場された皆さんは、作家さんが丹精
込めて作られた作品の中から、お気に入
りの逸品を見つけ出せたのではないで
しょうか。

バルーンでよみがえる水口岡山城

　4月22日（土）、4月23日（日）の2日間、古
城山で「よみがえれ水口岡山城2023」が開催さ
れ、高さ11メートルの巨大バルーン城が姿を現
しました。
　また、「忍者列車 SHINOBI-TRAIN ミニトレイ
ン」の乗車体験が行われ、参加された方は、家族
と忍者列車でのひとときを楽しんでいました。
　バルーン城を見に来られた方は、「山頂まで登
るのは疲れたけど、とても迫力があり、来てよかっ
た」と話していました。

力を合わせて曳山
をひく皆さん

高さ11メートルの
バルーン城

水口神社に揃った
曳山に集う見物客

お気に入りの陶器
を選ぶ来場者
(作家市)

忍者列車の乗車体験
を楽しむ親子

信楽たぬきの説
明を受ける来場
者(陶器市)
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